
新制度な燎
だまどれ
ませたよ!

政府は後期高齢者医療制度の廃止を先延ばしして、2013年度に新しい制度をスタートさせるとしています。8月末に、

その「新しい医療制度」の案が発表されました。しかしその内容は、後期高齢者医療制度の悪い部分をいつそう拡大す

るものになつています。廃止どころか存続です。後期高齢者医療制度は、いますぐ廃止する以外にありません。

高鈴者にカマンを強要

「必要な医療を受けたければ保険

料の負担増を」、「負担増がいやな

ら医療をがまんしろ」という二

者択―に高齢者を追い込むしく

みが後期高齢者医療制度の悪い

部分です。保険料が自動的に上

がるしくみが残されています。

国民の健康を守るという国の責

任を投げ捨てるものです。

r別勤定」のしくみを残す
「うば捨てユl」のを続

フ5歳 以上の高齢者を別の制度

に移して医療費を別勘定にし、そ

の一定書」含を高齢者に負担させ

る後期高齢者医療制度。これが

年齢による差別、「うば捨て」の

制度として批判されました。「新

しい医療制度」は、こうした差別

のしくみは残つたままです。
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窓回の負担を軽減するなど、敬老の精神にたつ

た医療制度が必要です。公費負担を大幅に増や

し、高すぎる保険料を引き下げ、だれもが安心し

て医療が受けられる医療制度にすることを私た

ちは求めます。

(全国労働組合総連合) ホ ームページ:http:〃WWW Zenroren gr」 p (中央社会保障推進協議会)



医療た 請廠署超

参議院議長 殿 紹介議員

高齢者を差別する「うば捨て山」と怒りが集中した後期高齢者医療制度は、8月末に厚生労働省が見直し案
を発表したものの、年齢で区切るしくみや高齢者の保険料が自動的に上がるしくみ、保険料値上げがいやなら
医療をがまんしろというしくみなど、後期高齢者医療制度の悪い部分を引き継ぐものになっています。それば
かりか、見直し案は、「国保の広域化」をすすめるとして、この悪い部分を国保全体に拡大しようとしています。
国保の広域化=都道府県単位での一本化によって、国保保険料は高い自治体に、減免などの負担軽減は低い

自治体に合わせられてしまいます。それでなくても、高額な国民健康保険料(税)が払えないために、無保険状
態に追い込まれる事例が増加しています。

また、働く人の3分の1が非正規雇用労働者という状況の下で、医科・歯科医療機関の4割で経済的理由によ
る受診中断・中止が起きています。先進国では医療の窓口負担は無料が当たり前です。日本も無料をめざして、
窓口負担の引き下げをすべきです。

だれもが安心して医療を受けられるように、国の財政構造を抜本的に見直して、社会保障費の拡大に大きく
舵を切るべき時です。社会保障の拡充は、景気回復にも役立つ政策です。
ぜひ、以下の事項の実現をよろしくお願いします。

1.後期高齢者医療制度はただうに廃止し、公費負担の増額により、
高齢者が費心して医療を受けられるようにしてください。

2.年齢による差別と保険料が自動的に上がるしくみを残す制度づくり
はやめてください。

3.高齢者と子どもの医療費無料化をはじめ、
窓□負担を軽減してください。
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